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研究の要約
新しい学習棺鞘要領では,歩数の授業で歌学的な思考力 ･表現力育成の方向性が示され
ている｡しかし,数学的な思考力 ･表現力とはいったいどのような力なのか,授某でいえ
ばどんな姿なのか,子どもはどんな活動でそれらを習得していくのかが十分明らかにされ
ていないoこのことが急務の裸題である｡そこで,5年 咽 形の角｣の単元で凶角形の内
角を求める場面において数学的な思考力 ･表現力を演縛的な推論,説明力をつける授繋実
践を通して明らかにしていくo
key-W('rdsニ演縛的な推論,説明力
1 ｢演坪的に考え､現明する力｣を育て
る意義
(1)論理的思考力を育成すること
事象を数理的にとらえて,筋道立てて考
える論理的思考力の育成は､従前からの歩
数科の大きなEl標であるQ論理的な思考力
の育成は､算数科に限ったことではないが､
算数科は他教科に比べて系統性がはっきり
しているので論理的思考力を育成しやすい
特性を持っている｡
(2)演拝的な推理とその活用
演輝的な推理は､後つかの認められた碑
柄 (前提とした命腐､証明済みの命賭､定
義など)を基にし､許された推理規則 (三
段論法など)に従って.結輪を導き出す方
接である｡算教科が終始-F強調している
筋道立てて考える論理的思考力は,痛棒的
な推理がかなりの部分を占めており､論理
的思考力の育成に大きな役割を果たしてい
.▼
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(3)演樺的な説明の役割
算数では､ものごとの説明や確かめが頻
繁に行われる｡これらの多くは,清輝的な
説明や確かめ (証明にあたるもの)であり､
次のような役割があるO
①ものごとを確かめて,自分で正しさを
確認し,確信するd
②ものごとの正しさを主張 し,他人を鋭
得する｡
*岡山大学教育学部附属小学校
2 ｢演縛的に考え､説明する力｣を育て
る指導の工夫
(1)ストー リー 性のある単元構成
既習図形の内角の和を活用 して､新たな
固形の内角の和が生み出すために､次のよ
うに扱 う図形の順序を吟味し､単元全体に
ス トー リー性をもたせるt,
①長方形､正方形(前学年までの既習)-②
直角三角形-③三角形-④四角形-⑤五角
形-⑥n角形
(2)自ら考え､新たな図形の内角の和を生み
出す算数的活動の工夫
三角形や匹卜角形の内角の和を考えるとき
に､次のような図形のカー ドを一人ひとり
に配 り､そのカー ドに補助線を怒き込んだ
り､切 り分けたりして既習図形の内角の和
を活用 して､自分の考えをもちやすくする｡
四角形を2つの三角形に分割すれば､習っ
た三角形の内角の和を使って､1800x2
で四角形の内角の和が求められそうだ !
(演縛的な考え方)
(3)根拠と筋道をつないで祝明する鳩の工夫
自分で生み出した考えを演揮的に分かり
やすく説明し､話 し合いを探めていくため
には､r根拠｣｢筋道｣｢具体物｣が三位一
体にすることが大切である｡そのために､
｢まず,どう考えたのか｣｢次にどう考え
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たのか｣というように､課憶僻決の過程を
順序立てて根拠を明らかにしながら説明
し,話し合う場を工夫する｡
【演縛的な脱明の構成要素】
根拠
.∵ '､､
筋道 < > 具体物
3 授業の実際
(1)単元名
第 5学年 ｢卜司形の角｣
(2)阜元日棟
二角形や匹I角形などの内角の和を既習の
形に分割して求める中で,それらの図形の
角の和が何度になるのかが分かり,多角形
内角の和は三角形に分割すれば簡主削こ求め
れることに気づくことができる｡
(3)指導計画(全4時間)
弟 1時 単元の淑越をつかみ,直角三形
の内角の和の求め方を考える｡
第2時 三角形の内角の和の求め方を考
える｡
第 3時 四角形の内角の和の求め方を考
える｡(本時)
第 4時 多角形の内角の和の求め方を考
える｡
(4)授業の展BFl(第3時)
敷き詰め模様を観察する活動
次のような敷き館め模様を順に程示すと,
子どもたちは,単元の秩膳を振り返り内角
の分かっている図形と内角のまだ分かてい
ない図形をはっきりさせ,四角形の内の和
について話し合いを始めたC
直角三角形 (既習)
巨 迅
三角形 (既習)
底角三角形や三角形
の内角の和は,
1800だったな｡
四角形 (未習)
四角形の内角u)和lL
何度になるのかなり
四角形の内角の和tTt
3600になるので
は?
T この敷き詰め模様からいろいろな角の
ひみつが分かったよねo今までに,ど
ん角のひみつが分かっていたかなo
C 底角土角形の内角の和は1800でし
た,
C 直角三角形は長方形の半分だから,ど
な直角三角形でも内角の和は1800
なることがわかりました｡
C 三角形は2つの直角三角形に分けられ
から,内角の和はいつも1800でし
たO
T そうだったね｡直角三角形や三角形の
角は,いつも1800になることが分
ったわ｡
T では,今日はどの図形について考えて
けばよいかな｡
C はい,四角形です｡(拍手)
C Eq角形の内角の和が何度になるのかを
つきりさせたらよいと思います｡(柏
手)
T 三角形の内角の和は1800だったけ
Pq角形は何度になりそうかなc
c はい,3600になると思いますu
C でも,3600よりは大きいような感
がします｡
C 敷き詰め模様を見ると,なんとなく
360 0になりそうです
C ぼくも,360Oになるのは大体予想
きているので,本当に360つになる
かを確かめたらいいと思います｡(柏
多数)
C 3600になりそうだという人が多い
ので,今日は本yiに四角形の内角の和
が3600になるのかをはっきりさせ
たいと思います｡
このように敷き詰め模様を観察する中で
子どもたちは,四角形の内角の和について
｢四角形の内角の和が本当に3600にな
のかを考えよう｡｣という明確なめあてを
つかんでいった｡
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三角形に分割する考えを生み出す活動
子どもたちが,めあてをつかんだところ
で提示した凶角形と同じ四角形のカー ドを
配すると,カー ドに補助線を引いたり,カ
ーをgJって4つの角を合わせたりするなど
既串項を活用して,四角形の内角の和を求
めうとした
考え (ア)2つの三角形に分ける
180×2-36〔)
考え (イ)4つの三角形に分ける
180×4-720
720-360-360
考え6`59.7 諾 6#.める
~角形の内角の和などの既習塀項を活用
て,自分なりにPLl角形の内角の和が求めら
7L二ヒこ:I)で,まず,多くの子どもがしてい
考え (ア)から取り上げ,四角形の内角の
の解決方法につい ∴ .占し合わせるように
たC
C ぼくは対角線に線を引いて考えました
C 同じです｡対角線を引くと,2つ三角
ができますb
C -1角形の内角は1800だから,それ
2つあるので3600です｡
C 式で表すと180 0X2-3600で
すo
c この考えには,どんな名前をつけたら
いだろうか｡
C 凹角形を2つの三角形に分ける考えで
す｡
180 uX2-360
2つの三角形に分けろ考え
次に,考え (イ)や考え (ウ)を取りげ,
どのように考えて求めたかがよく分かまで
話し合い,それぞれの考えを比べる中で考
え (ア)がすぐ分かるので簡単だと子どた
ちは言い出したOそこで,別の四角形にい
て考えさせるようにした｡
三角形に分割するよさを純かにする活動
T こんな四角形の内角の和は何度になる
ろうか｡
C 3600になると思います'
T どうしてすぐに分かったのかなo
C 対角線に線を引くと2つの三角形に分
られるから180 0X2-3600で
す｡
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C 2つの二角形に 分けるとすぐ分か りま
す｡
T 別の四角形の内 角の和ではどうだ /)う
か｡
C やっぱり,2つの三角形に分けると
3600になります｡
C 匹卜角形なら,どんな形でも内角の和は
3600になると思います｡(柏手)
T 3つしか凹角形を調べていないのに,
うして3600になることが言える
の｡
C いろいろな凹角形について調べなくて
どんな四角形でも必ず2つの二角形に
けられるから四角形の内角の和はいつ
360 0になりますC
このようにして,子どもたちは,最初に
示されたPLl角形だけでなく,-股の四角形
も目を向け,どんな凶角形の内角の和も
3600になり.四角形を2つの三角形に
けて考えるとすぐ分かることをつかんでい
たC
4 研究のまとめ
｢三角形に分割するよさ｣を実感させる
つの算数的活動を取 り入れ授業を英践 し
た｡ まず,敷き詰め模様を観嶺する活動
を適て,+どもたちは,単元の課雌を振り
返り内角の分かっている図形と内角のまだ
分かていない図形をはっきりさせ.lJq角形
の内の和について見通 しをもっことができ
た｡ また,子どもたちが,めあてをつか
んだころで,提示した四角形と同じ形の凶
角形カー ドを配布 し,四角形の内角の和を
考えせる活動にすると,子どもたちは.カ
ー ド補助線を引いて三角形に/分割 したり,
カーを切って4つの角を合わせたりするな
ど既番項を活用して,四角形の内角の和を
求めことができた｡
さらに,四角形の内角の和について一般
に目が向いたところで,別の四角形につい
も同じことがいえるかどうかを考えさせる
勤にすると,どんな四角形でも三角形に分
すれば内角の和が簡単に求められることに
づくことができた｡
その後,五角形,六角形などの多角形の
角の和を考えていくことで,多角形は対角
で三角形に分割できることを活用し, 一般
を図っていくことができ,子どもは,ト三
形に分割するよさ｣をさらに実感すること
できたo
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